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メンバー：趣旨に賛同した参画企業・NPO  
広報媒体：プラザホームページ、メールマガジン 

活動資源を提供する企業・NPO

活動資源の提供を受けるNPO・企業 

 　【企画委員会】 
●役割● 
・システム構築 
・関係機関連携 
●メンバー● 
・企業 
・中間支援組織 
・労働組合 
・行政 
・社協 
●事務局● 
・ボランタリープラザ 

　　 【運営委員会】 
●役割● 
・システム運営 
・マッチング調整 
・交流・ネットワークづくり 
・普及啓発　等 
●メンバー● 
・中間支援組織 
・NPO/VG 
・労働組合 
・社協 
・企業（業界団体含む） 
・行政 
●事務局● 
・NPO

   兵
庫
県
内
に
は
、
現
在
、
5
4
0
0
を
超

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
県
社
協
登

録
・
把
握
分
）
と
、
１
0
0
0
を
超
え
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
多
岐
に
わ
た
る
草
の
根
活
動
を

各
地
で
展
開
し
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

福
祉
の
領
域
で
の
活
動
が
中
心
で
し
た
が
、

震
災
以
後
は
環
境
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
、

子
育
て
、
国
際
理
解
な
ど
市
民
生
活
全
般
に

わ
た
っ
て
活
動
分
野
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
《
厳
し
い
財
政
状
況
》
 

こ
れ
ら
団
体
の
収
入
規
模
を
み
る
と
、
年

間
30
万
円
未
満
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
6
割
以
上
を
占
め
、
（
平
成
16
年
度
県
民

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
実
態
調
査
‥ 
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
　
以
下
「
H
V
P
」
）
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
5
割
以
上
が
５
０
０
万
円
未

満
（
平
成
15
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
‥ 
H
V
P
）
と
い
う
状
況
で
、
ど
の
団
体

も
資
金
不
足
に
悩
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。
 

し
か
し
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
ま
と
め

た
「
平
成
16
年
度
市
民
活
動
団
体
基
本
調
査
」

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
任
意
団
体
を
合
わ

せ
た
全
体
の
７
割
が
５
０
０
万
円
未
満
で
、

兵
庫
県
内
の
団
体
は
、
ま
だ
資
金
面
で
恵
ま

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
理
由
は
と
も

か
く
、
新
し
い
「
公
」
領
域
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ク
タ
ー
を
財
政
的
に
支
え
る
た
め
の
恒
常

的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
公
共
政
策
の
転
換
を
試
み
る
旧

社
会
主
義
国
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
所

得
税
の
１
％
を
納
税
者
が
、
自
分
の
選
択
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
寄
附
で
き
る
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
、
平
成
８
年
に
創

設
さ
れ
、
納
税
者
の
40
％
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄

附
を
望
み
、
そ
の
額
は
、
年
間
20
億
円
に
上

っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
米
国
で
は
、
平
成
13
年
度
の
寄
付

総
額
が
28
兆
円
を
超
え
、
日
本
の
60
倍
以
上

に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
個
人
の
寄
付
が

３
／
４
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
す
。
 

よ
う
や
く
、
我
が
国
で
も
、
平
成
17
年
度

か
ら
、
千
葉
県
市
川
市
で
、
住
民
税
の
１
％

を
登
録
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
市
民
が
寄
附
で
き

る
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
平
成
18
年
４
月

に
は
税
制
改
正
が
あ
り
ま
し
た
が
、
2
万
７

千
を
超
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
う
ち
、
認
証
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
は
40
に
満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
税
制
優
遇
措
置
を
併
せ
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
発
展
・
拡
大
に
は
、
こ
う
し

た
欧
米
諸
国
の
よ
う
に
、
市
民
自
身
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
を
支
え
る
寄
附
文
化
の
醸
成
が
急
が

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
《
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
普
及
》
 

前
号
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

1
9
9
0
年
代
か
ら
世
界
的
に
広
ま
っ
て
き

て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
が
、

日
本
社
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
地
域
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
６
割
を
超
え
て

お
り
（
企
業
の
地
域
活
動
と
N
P
O
と
の
連

携
に
関
す
る
実
態
調
査
研
究
　
2
0
0
6
年
・

3
月
　
中
間
報
告
‥ 
H
V
P
）
、
現
在
、
取

り
組
ん
で
い
な
い
企
業
で
も
検
討
中
の
と
こ

ろ
が
多
く
、
よ
り
一
層
の
広
が
り
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

本
来
、
企
業
は
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
利

潤
を
求
め
、
雇
用
の
確
保
を
図
る
と
い
う
原

理
の
も
と
に
行
動
し
て
い
ま
す
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

は
、
本
業
に
お
け
る
自
然
環
境
に
配
慮
す
る

取
り
組
み
の
延
長
で
あ
り
、
同
時
に
存
続
し

て
い
く
上
で
の
社
会
的
責
任
を
担
う
こ
と
を

通
じ
て
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
こ
と
が
、
そ
の
促
進
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
 

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
、
ひ
ょ
う
ご

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
、
地
域
課
題
の
解
決
と
ま
ち
の
活
性
化

に
向
け
て
、
先
駆
的
事
例
の
奨
励
を
通
じ
て
、

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
・
協
働
を
推
し
進
め

る
た
め
の
事
業
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
資

源
の
有
効
活
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境

に
配
慮
し
た
取
り
組
み
や
ま
ち
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
も
の
な
ど
様
々
で
す
が
、
組
織
原

理
の
違
う
企
業
と
N
P
O
と
の
連
携
・
協
働

は
、
相
互
の
活
性
化
に
向
け
て
大
い
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
、
こ
う
し
た
動
き
は
全
国
的
に
も
数

少
な
く
、
「
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
の
促
進
」

に
は
、
協
働
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
事
例

の
普
及
啓
発
と
と
も
に
、
互
い
に
つ
な
が
る

た
め
の
仕
組
み
や
交
流
の
場
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
法
の
一
つ
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
資

源
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
 

   企
業
・
労
働
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
す
る

「
資
機
材
」
「
活
動
ス
ペ
ー
ス
」
「
人
材
」

「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
等
の
活
動
資
源
や
活
用
ニ
ー

ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
支

援
層
を
増
や
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
基
盤
強
化

を
図
る
仕
組
み
で
す
。
 

例
え
ば
、
企
業
の
有
す
る
資
機
材
（
事
務

機
器
や
音
響
機
材
な
ど
）
や
集
会
ス
ペ
ー
ス

な
ど
の
提
供
を
受
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
効
活

用
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
企
業
の
イ

ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
に
出
か
け
た

り
、
定
年
間
近
の
社
員
（
従
業
員
）
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
受
け
入
れ
す
る
な
ど
、
双
方
向
の
個
別

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

  シ
ス
テ
ム
が
、
継
続
的
に
機
能
し
て
い
く

た
め
に
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
、
積
極
的
に
協

力
し
た
い
„
思
い
“
を
持
つ
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
働
き
か
け
と
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
内
に
、
主
に
、

シ
ス
テ
ム
構
築
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
担
当

す
る
「
企
画
委
員
会
」
と
、
シ
ス
テ
ム
運
営

の
実
践
・
交
流
を
担
う
「
運
営
委
員
会
」
を

設
け
、
こ
の
２
つ
の
組
織
が
車
の
両
輪
と
な

っ
て
試
行
的
に
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
 

 
《
企
画
委
員
会
》
 

企
画
委
員
会
（
委
員
長
‥ 
當
間
兵
庫
県
立

大
学
経
営
学
部
教
授
）
で
は
、
①
企
業
・
労

組
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対
す
る
資
源
の
「
提
供
」
、

「
利
用
」
の
働
き
か
け
の
方
法
　
②
提
供
資

源
と
利
用
希
望
資
源
の
登
録
（
リ
ス
ト
化
）

方
法
 
③
提
供
資
源
・
利
用
希
望
資
源
の
マ

ッ
チ
ン
グ
方
法
 
④
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
普
及
啓
発
の
手
法
等
（
対
象
範
囲
、
時
期
、

普
及
媒
体
）
　
⑤
資
源
提
供
者
に
対
す
る
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
法
（
活
動
成
果
報
告
、
企

業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
名
公
表
、
情
報
提
供
等
）
な
ど
、

仕
組
み
づ
く
り
や
運
営
に
つ
い
て
、
中
・
長

期
的
視
点
か
ら
基
本
的
事
項
を
企
画
・
検
討
、

調
整
を
行
い
ま
す
。
 
 

 〔
企
画
委
員
会
構
成
員
〕
 

●
企
業
・
労
使
団
体
の
代
表
‥
兵
庫
県
経
営
 
 

 
者
協
会
、
連
合
兵
庫
等
の
労
使
団
体
等
 

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
‥
兵
庫
県
内
中
 

 
間
支
援
活
動
Ｎ
Ｐ
Ｏ
 

●
関
係
支
援
機
関
等
‥
兵
庫
県
内
市
町
社
会
 

 
福
祉
協
議
会
、
学
識
経
験
者
、
兵
庫
県
参
 

　
画
協
働
課
 

 
《
運
営
委
員
会
》
 

運
営
委
員
会
は
、
企
画
委
員
会
と
共
に
、
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
す
る
資
機
材
や
人
材
等

の
活
動
資
源
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
の
橋
渡
し
を
行
う
実
践
部
隊
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
 

（
役
割
は
）
 

①
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
企
画
・
実
施
の
直
接

的
な
関
わ
り
を
通
じ
た
課
題
検
証
と
円
滑
か

つ
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
提
案
 

②
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
群
の
輪
を
広
げ
、
„
人
と

人
“
„
組
織
と
組
織
“
の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
の
検

討
と
実
践
　
 

③
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
促
進
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
基
盤
の
強

化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
機
会
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）
づ
く
り
の
企
画
と
運
営
 

（
委
員
構
成
は
）
 

　
企
画
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
他
、
地
域
、
分

野
、
セ
ク
タ
ー
を
超
え
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
趣
旨
に
積
極
的
に
賛
同
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
N
P
O
団
体
、
企
業
、
関
係
行
政
機
関

職
員
な
ど
、
20
人
規
模
で
構
成
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
事
務
局
機
能
に
つ
い
て
は
、
シ
ス

テ
ム
の
普
及
性
や
継
続
性
を
よ
り
高
め
、
効

果
的
な
運
用
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
の
ニ
ー
ズ
や
活
動
実
態
に
精
通
し
、
 

特 集  

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な
協
働
を
目
指
し
て
 

　
　
　
〜
活
動
資
源
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〜 
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 　【企画委員会】 
●役割● 
・システム構築 
・関係機関連携 
●メンバー● 
・企業 
・中間支援組織 
・労働組合 
・行政 
・社協 
●事務局● 
・ボランタリープラザ 

　　 【運営委員会】 
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・普及啓発　等 
●メンバー● 
・中間支援組織 
・NPO/VG 
・労働組合 
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・企業（業界団体含む） 
・行政 
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・NPO

   兵
庫
県
内
に
は
、
現
在
、
5
4
0
0
を
超

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
県
社
協
登

録
・
把
握
分
）
と
、
１
0
0
0
を
超
え
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
多
岐
に
わ
た
る
草
の
根
活
動
を

各
地
で
展
開
し
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

福
祉
の
領
域
で
の
活
動
が
中
心
で
し
た
が
、

震
災
以
後
は
環
境
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
、

子
育
て
、
国
際
理
解
な
ど
市
民
生
活
全
般
に

わ
た
っ
て
活
動
分
野
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
《
厳
し
い
財
政
状
況
》
 

こ
れ
ら
団
体
の
収
入
規
模
を
み
る
と
、
年

間
30
万
円
未
満
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
6
割
以
上
を
占
め
、
（
平
成
16
年
度
県
民

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
実
態
調
査
‥ 
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
　
以
下
「
H
V
P
」
）
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
5
割
以
上
が
５
０
０
万
円
未

満
（
平
成
15
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
‥ 
H
V
P
）
と
い
う
状
況
で
、
ど
の
団
体

も
資
金
不
足
に
悩
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。
 

し
か
し
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
ま
と
め

た
「
平
成
16
年
度
市
民
活
動
団
体
基
本
調
査
」

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
任
意
団
体
を
合
わ

せ
た
全
体
の
７
割
が
５
０
０
万
円
未
満
で
、

兵
庫
県
内
の
団
体
は
、
ま
だ
資
金
面
で
恵
ま

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
理
由
は
と
も

か
く
、
新
し
い
「
公
」
領
域
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ク
タ
ー
を
財
政
的
に
支
え
る
た
め
の
恒
常

的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
公
共
政
策
の
転
換
を
試
み
る
旧

社
会
主
義
国
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
所

得
税
の
１
％
を
納
税
者
が
、
自
分
の
選
択
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
寄
附
で
き
る
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
、
平
成
８
年
に
創

設
さ
れ
、
納
税
者
の
40
％
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄

附
を
望
み
、
そ
の
額
は
、
年
間
20
億
円
に
上

っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
米
国
で
は
、
平
成
13
年
度
の
寄
付

総
額
が
28
兆
円
を
超
え
、
日
本
の
60
倍
以
上

に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
個
人
の
寄
付
が

３
／
４
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
す
。
 

よ
う
や
く
、
我
が
国
で
も
、
平
成
17
年
度

か
ら
、
千
葉
県
市
川
市
で
、
住
民
税
の
１
％

を
登
録
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
市
民
が
寄
附
で
き

る
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
平
成
18
年
４
月

に
は
税
制
改
正
が
あ
り
ま
し
た
が
、
2
万
７

千
を
超
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
う
ち
、
認
証
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
は
40
に
満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
税
制
優
遇
措
置
を
併
せ
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
発
展
・
拡
大
に
は
、
こ
う
し

た
欧
米
諸
国
の
よ
う
に
、
市
民
自
身
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
を
支
え
る
寄
附
文
化
の
醸
成
が
急
が

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
《
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
普
及
》
 

前
号
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

1
9
9
0
年
代
か
ら
世
界
的
に
広
ま
っ
て
き

て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
が
、

日
本
社
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
地
域
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
６
割
を
超
え
て

お
り
（
企
業
の
地
域
活
動
と
N
P
O
と
の
連

携
に
関
す
る
実
態
調
査
研
究
　
2
0
0
6
年
・

3
月
　
中
間
報
告
‥ 
H
V
P
）
、
現
在
、
取

り
組
ん
で
い
な
い
企
業
で
も
検
討
中
の
と
こ

ろ
が
多
く
、
よ
り
一
層
の
広
が
り
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

本
来
、
企
業
は
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
利

潤
を
求
め
、
雇
用
の
確
保
を
図
る
と
い
う
原

理
の
も
と
に
行
動
し
て
い
ま
す
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

は
、
本
業
に
お
け
る
自
然
環
境
に
配
慮
す
る

取
り
組
み
の
延
長
で
あ
り
、
同
時
に
存
続
し

て
い
く
上
で
の
社
会
的
責
任
を
担
う
こ
と
を

通
じ
て
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
こ
と
が
、
そ
の
促
進
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
 

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
、
ひ
ょ
う
ご

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
、
地
域
課
題
の
解
決
と
ま
ち
の
活
性
化

に
向
け
て
、
先
駆
的
事
例
の
奨
励
を
通
じ
て
、

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
・
協
働
を
推
し
進
め

る
た
め
の
事
業
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
資

源
の
有
効
活
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境

に
配
慮
し
た
取
り
組
み
や
ま
ち
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
も
の
な
ど
様
々
で
す
が
、
組
織
原

理
の
違
う
企
業
と
N
P
O
と
の
連
携
・
協
働

は
、
相
互
の
活
性
化
に
向
け
て
大
い
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
、
こ
う
し
た
動
き
は
全
国
的
に
も
数

少
な
く
、
「
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
の
促
進
」

に
は
、
協
働
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
事
例

の
普
及
啓
発
と
と
も
に
、
互
い
に
つ
な
が
る

た
め
の
仕
組
み
や
交
流
の
場
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
法
の
一
つ
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
資

源
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
 

   企
業
・
労
働
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
す
る

「
資
機
材
」
「
活
動
ス
ペ
ー
ス
」
「
人
材
」

「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
等
の
活
動
資
源
や
活
用
ニ
ー

ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
支

援
層
を
増
や
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
基
盤
強
化

を
図
る
仕
組
み
で
す
。
 

例
え
ば
、
企
業
の
有
す
る
資
機
材
（
事
務

機
器
や
音
響
機
材
な
ど
）
や
集
会
ス
ペ
ー
ス

な
ど
の
提
供
を
受
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
効
活

用
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
企
業
の
イ

ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
に
出
か
け
た

り
、
定
年
間
近
の
社
員
（
従
業
員
）
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
受
け
入
れ
す
る
な
ど
、
双
方
向
の
個
別

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

  シ
ス
テ
ム
が
、
継
続
的
に
機
能
し
て
い
く

た
め
に
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
、
積
極
的
に
協

力
し
た
い
„
思
い
“
を
持
つ
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
働
き
か
け
と
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
内
に
、
主
に
、

シ
ス
テ
ム
構
築
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
担
当

す
る
「
企
画
委
員
会
」
と
、
シ
ス
テ
ム
運
営

の
実
践
・
交
流
を
担
う
「
運
営
委
員
会
」
を

設
け
、
こ
の
２
つ
の
組
織
が
車
の
両
輪
と
な

っ
て
試
行
的
に
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
 

 
《
企
画
委
員
会
》
 

企
画
委
員
会
（
委
員
長
‥ 
當
間
兵
庫
県
立

大
学
経
営
学
部
教
授
）
で
は
、
①
企
業
・
労

組
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対
す
る
資
源
の
「
提
供
」
、

「
利
用
」
の
働
き
か
け
の
方
法
　
②
提
供
資

源
と
利
用
希
望
資
源
の
登
録
（
リ
ス
ト
化
）

方
法
 
③
提
供
資
源
・
利
用
希
望
資
源
の
マ

ッ
チ
ン
グ
方
法
 
④
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
普
及
啓
発
の
手
法
等
（
対
象
範
囲
、
時
期
、

普
及
媒
体
）
　
⑤
資
源
提
供
者
に
対
す
る
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
法
（
活
動
成
果
報
告
、
企

業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
名
公
表
、
情
報
提
供
等
）
な
ど
、

仕
組
み
づ
く
り
や
運
営
に
つ
い
て
、
中
・
長

期
的
視
点
か
ら
基
本
的
事
項
を
企
画
・
検
討
、

調
整
を
行
い
ま
す
。
 
 

 〔
企
画
委
員
会
構
成
員
〕
 

●
企
業
・
労
使
団
体
の
代
表
‥
兵
庫
県
経
営
 
 

 
者
協
会
、
連
合
兵
庫
等
の
労
使
団
体
等
 

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
‥
兵
庫
県
内
中
 

 
間
支
援
活
動
Ｎ
Ｐ
Ｏ
 

●
関
係
支
援
機
関
等
‥
兵
庫
県
内
市
町
社
会
 

 
福
祉
協
議
会
、
学
識
経
験
者
、
兵
庫
県
参
 

　
画
協
働
課
 

 
《
運
営
委
員
会
》
 

運
営
委
員
会
は
、
企
画
委
員
会
と
共
に
、
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
す
る
資
機
材
や
人
材
等

の
活
動
資
源
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
の
橋
渡
し
を
行
う
実
践
部
隊
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
 

（
役
割
は
）
 

①
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
企
画
・
実
施
の
直
接

的
な
関
わ
り
を
通
じ
た
課
題
検
証
と
円
滑
か

つ
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
提
案
 

②
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
群
の
輪
を
広
げ
、
„
人
と

人
“
„
組
織
と
組
織
“
の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
の
検

討
と
実
践
　
 

③
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
促
進
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
基
盤
の
強

化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
機
会
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）
づ
く
り
の
企
画
と
運
営
 

（
委
員
構
成
は
）
 

　
企
画
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
他
、
地
域
、
分

野
、
セ
ク
タ
ー
を
超
え
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
趣
旨
に
積
極
的
に
賛
同
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
N
P
O
団
体
、
企
業
、
関
係
行
政
機
関

職
員
な
ど
、
20
人
規
模
で
構
成
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
事
務
局
機
能
に
つ
い
て
は
、
シ
ス

テ
ム
の
普
及
性
や
継
続
性
を
よ
り
高
め
、
効

果
的
な
運
用
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
の
ニ
ー
ズ
や
活
動
実
態
に
精
通
し
、
 

特 集  

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な
協
働
を
目
指
し
て
 

　
　
　
〜
活
動
資
源
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〜 



【香美町】 
今回は 

ボ
ラ
セ
ン
の
取
り
組
み
 

紹
介
し
ま
す
 

災
害
が
起
き
る
前
か
ら
・
・
・
 

香美町ボランティアセンター 
 
〒669-6545　美方郡香美町香住区森31-1 

TEL 0796-39-2050　FAX 0796-39-2150 
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9
月
3
日
（
日
）
に
、
香
住
福
祉
村
や
す
ら

ぎ
の
森
（
美
方
郡
香
美
町
）
で
行
わ
れ
た
兵
庫

県
合
同
防
災
訓
練
に
香
美
町
社
協
が
参
加
し
、

„
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
“
（
以
下
、

災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
立
ち
上
げ
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
 

　
訓
練
に
は
地
元
住
民
を
は
じ
め
豊
岡
市
社
協
、

但
馬
県
民
局
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
な
ど
か
ら
約
7
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

 　
　
福
祉
救
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

 　
訓
練
で
は
、
震
度
6
強
の
地
震
に
と
も
な
う

家
屋
倒
壊
と
火
災
発
生
を
想
定
し
、
ま
ず
災
害

Ｖ
Ｃ
の
開
設
、
つ
い
で
住
民
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派
遣
要
請
の
受
け
付
け
と
順
調
に
救
援
体

制
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
山
間
部
の
多
い
地

域
な
の
で
、
道
路
や
通
信
網
の
途
絶
に
備
え
て

無
線
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
を
組
み
込
ん
だ
内

容
が
印
象
的
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
窓

口
に
地
元
住
民
や
神
戸
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
列
が
で
き
る
な
ど
、
熱
の
こ
も
っ
た
訓
練
に

社
協
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も
真
剣
で
し
た
。
参
加

住
民
か
ら
、
「
実
際
の
災
害
で
自
分
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
る
い
い
機
会
だ
っ
た
」
と
の
声

も
聞
こ
え
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
立
ち
上
げ
訓
練
と
併
行
し
て

社
協
内
に
設
置
さ
れ
た
福
祉
救
援
対
策
本
部

で
は
、
ケ
ア
付
避
難
所
の
開
設
や
、
在
宅
被

災
者
生
活
支
援
業
務
部
門
に
よ
る
高
齢
者
安

否
確
認
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
同
行
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
地
元

住
民
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
地
域
の
高
齢
者

や
地
区
長
の
自
宅
を
訪
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
ス
ム
ー
ズ
に
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
柔
軟
な
対
応
 

 　
訓
練
後
の
反
省
会
で
は
、
支
援
打
ち
切
り

の
判
断
基
準
や
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
直
面
し
た
問
題
が
報
告

さ
れ
、
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
把
握
の
場
面
で
も
、
災
害
V
C
運
営

に
当
た
る
関
係
者
が
的
確
な
情
報
収
集
技
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
、
現
場

か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
共
有
で
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
N
P
O
や
行
政
、
住
民
な
ど
と
協

働
し
て
運
営
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
と
専
門

性
を
生
か
し
て
被
災
地
で
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
見
も
、
さ
ら

に
検
討
す
べ
き
課
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
今
回
の
訓
練
を
通
し
て
災
害
V
C
運
営
の

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
的
確
な
ニ
ー
ズ
把

握
に
も
と
づ
く
柔
軟
な
対
応
」
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
」
、
「
ニ

ー
ズ
把
握
な
ど
で
の
行
政
と
の
連
携
の
重
要

性
」
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 　
　
平
常
時
の
活
動
と
の
つ
な
が
り
 

　
 

　
地
域
の
福
祉
力
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ワ
ー
ク
の
延
長
線
と
し
て
、
社
協
が
災
害

Ｖ
Ｃ
を
運
営
す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。
災
害

時
に
は
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
が
重
要
で
す
が
、
平
常
時
に
は
、
小
地
域

福
祉
活
動
な
ど
住
民
相
互
の
見
守
り
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
香
美
町
香
住
支
所

に
お
い
て
は
、
日
ご

ろ
か
ら
小
地
域
福
祉

活
動
が
活
発
で
、
災

害
時
に
も
住
民
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
 

 
香
美
町
社
協
で
は
、

こ
の
訓
練
で
の
成
果

と
課
題
を
反
映
し
た

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

年
度
内
に
策
定
す
る

予
定
で
す
。
 

 

創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
や
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

し
ま
す
。
 

   　
①
　
双
方
向
シ
ス
テ
ム
 

　
提
供
者
側
が
企
業
、
利
用
者
側
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
い
う
、
与
え
る
側
、
与
え
ら
れ
る
側
と
い

う
一
方
通
行
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
「
企

業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な
協
働
関
係
」
を
築
く

た
め
、
企
業
等
が
有
す
る
資
機
材
・
人
材
等
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
有
す
る
専
門
的
人
材
等
に
つ
い
て
、

互
い
が
提
供
・
活
用
す
る
双
方
向
の
シ
ス
テ

ム
（
W
I
N
・
W
I
N
の
関
係
）
と
し
ま
す
。
 

 　
②
　
ツ
ー
プ
ラ
ト
ン
方
式
 

あ
る
一
定
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
上
で
、

実
際
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
モ
デ
ル
的
に
行
い
、

課
題
把
握
し
、
今
後
の
方
向
性
を
探
り
な
が

ら
、
全
体
の
ス
キ
ー
ム
を
段
階
的
に
創
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。
 

例
え
ば
、
資
機
材
に
つ
い
て
は
発
生
（
供

給
）
主
義
を
、
人
材
に
つ
い
て
は
リ
ク
エ
ス

ト
（
事
前
登
録
）
方
式
を
採
り
入
れ
る
な
ど
、

個
別
案
件
に
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ツ
ー
プ

ラ
ト
ン
（
併
用
）
方
式
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
　
③
　
会
員
制
の
採
用
 

最
初
は
、
試
行
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
つ
い
て
、

コ
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
登
録
（
地
域
づ
く
り
活
動
情

報
シ
ス
テ
ム
）
を
加
入
要
件
と
し
て
会
員
制

を
採
用
す
る
な
ど
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
活

用
と
併
存
を
通
じ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
信

頼
性
と
事
務
の
効
率
性
を
高
め
、
„
小
さ
く

産
ん
で
大
き
く
育
て
る
“
を
基
本
目
標
と
し

て
運
営
し
ま
す
。
 

  ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
神
戸
市
内

の
企
業
か
ら
、
事
務
機
器
（
事
務
机
 
16
／

椅
子
 
11
／
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
 
6
／
更
衣
ロ

ッ
カ
ー
 
１
　
計
34
点
）
の
提
供
が
あ
り
、

８
月
２
日
に
第
1
号
の
内
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

当
日
は
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、

物
品
の
運
搬
と
保
管
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

い
た
N
P
O
法
人
　
神
戸
西
助
け
合
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
理
事
長
　
在
里
　
俊
一
‥
神
戸

市
須
磨
区
西
落
合
）
の
敷
地
を
お
借
り
し
、

７
団
体
（
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 
５
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
 
２
）
と
の
間
で
、
７
割

を
超
え
る
物
品
（
73
・
5
％
‥ 
25
／
34
）
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
ま
し
た
。
 

初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
、
引
き
取
り

手
数
料
も
設
け
た
た
め
不
安
を
抱
い
て
い
ま

し
た
が
、
結
果
を
み
る
限
り
、
そ
の
後
の
引

き
合
い
（
97
％
‥ 
33
／
34
）
も
あ
り
、

1
0
0
％
近
い
マ
ッ
チ
ン
グ
率
を
示
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
、
非
常
に

ニ
ー
ズ
の
高
い
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
、
初
回
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り

の
手
間
と
労
力
を
費
や
し
た
こ
と
が
反
省
点

と
し
て
残
り
、
こ
れ
を
今
後
の
教
訓
と
し
て

生
か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
（
継
続
性
）

と
効
率
性
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
と
く
に
提
供
資
機
材
の
種
類
が
多
様

化
す
る
と
、
保
管
や
整
備
に
問
題
が
生
じ
る

こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

  
　
今
回
は
、
資
機
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
社
員
や
ス
タ
ッ
フ

の
人
材
交
流
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な

ど
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
ね
、
試
行
的
運

用
と
検
証
を
通
し
て
、
全
体
ス
キ
ー
ム
を
段

階
的
に
固
め
、
近
い
将
来
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
思
い
を
橋
渡
し
し
、
„
人

と
人
“
„
組
織
と
組
織
“
を
つ
な
ぎ
、
広
く

市
民
発
の
„
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な
協
働
“

を
促
す
交
流
の
場
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
一
か
ら
と
も
に
創
り
上

げ
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
趣
旨
に
ご
理
解
・

ご
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
を

多
く
募
り
ま
す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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モ
デ
ル
運
用
第
1
号
 

 

4
　
今
後
の
方
向
性
 

 

2
 
シ
ス
テ
ム
の
 

　
　
　
　
　
　
基
本
的
枠
組
み
 

●
受
付
を
待
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

① 譲渡品のクリーニング ② マッチング成立 ③ 物品を満載し、会場出発 




